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今
年
度
の
「
会
員
親
睦
旅
行
」
の
メ
イ
ン
は
浜
名
湖
花
博
の
見
学
で

し
た
。

「
秋
暑
し
」
の
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
の
９
月
13
日
午
後
、
私
達
は
６
千

会
員
親
睦
旅
行

浜
名
湖
で

世
界
の
花
に
出
会
う
！

▲モネが晩年暮らしたフ
ランス･ジヴェルニー庭
が再現されていた。

<ビックリ植物>

▲世界三大庭園樹の一
つであるチリマツ。
葉先が堅く、鋭くと
がっているため、サル
が登るのに困惑する木
ということから、モン
キーパズルと呼ばれて
いる。

品
種
、 

５
百
万
株
と
い
う
世
界

中
か
ら
集
ま
っ
た
花
々
に
出
会

い
ま
し
た
。
植
物
の
進
化
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
、
ま
さ

に
時
空
を
旅
す
る
想
い
で
し

た
。
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㈳
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
平
成
16
年
度
に

制
定
し
た
「
就
業
の
基
準
に
関
す
る
要
綱
」
は
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
行
に
あ
た
り
、
要
綱
に
基
づ
き
運
営
・
審
議
等
を
お

こ
な
う
「
就
業
適
正
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
就
業
期
間
満
了
等
の
通
知
、
就
業
期

限
の
確
認
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
の
積
極
的
推
進
、
就

業
年
齢
制
限
を
超
え
た
会
員
へ
の
安
全
就
業
の
確
認
・
相

談
、
不
適
正
就
業
に
対
す
る
対
応
・
改
善
指
導
・
勧
告
な

ど
、
会
員
に
適
正
か
つ
公
平
な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
た

め
の
就
業
上
の
適
否
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
業
の
基
準
に
関
す
る
要
綱
」
が
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た 

ま
ず
、
委
員
会
が
最
初
に
取
り
組
む
こ
と
は
長
期
就
業

の
是
正
と
な
り
ま
す
。

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
仕
事
と
は
、
同
じ
仕
事
内
容
で

同
じ
場
所
に
年
間
を
通
し
て
就
業
す
る
場
合
で
す
。
基
準

が
適
用
さ
れ
る
会
員
の
方
々
に
対
し
て
就
業
確
認
書
・
就

業
期
限
満
了
通
知
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

〈
参
考
〉　

セ
ン
タ
ー
で
は
年
度
で
契
約
し
て
い
ま
す
の

で
年
度
途
中
で
契
約
を
開
始
し
て
も
、
３
月
31
日
で
満
了

と
な
り
ま
す
が
４
月
１
日
か
ら
新
に
次
年
度
の
契
約
を
す

る
事
と
な
り
ま
す
。

●
就
業
確
認
書
の
発
行

会
員
の
就
業
に
あ
た
っ
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る

就
業
に
会
員
が
承
諾
し
た
場
合
、
就
業
内
容
お
よ
び
期
間

等
が
明
記
さ
れ
た
１
契
約
１
通
の「
就
業
確
認
書（
表
１
）」

が
取
り
交
わ
さ
れ
、
両
者
で
１
通
づ
つ
保
管
し
ま
す
。
会

員
は
就
業
を
開
始
し
ま
す
。
但
し
、
発
行
は
就
業
開
始
後

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

既
に
就
業
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
に
も
就
業
確
認
書
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
就
業
確
認
書
は
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切

に
保
管
し
て
置
い
て
く
だ
さ
い
。

  

●
就
業
期
限
満
了
通
知
書
の
発
行

就
業
期
間
が
終
了
す
る
会
員
に
は
「
就
業
期
限
満
了
通

知
書
（
表
２
）」
が
約
３
ヶ
月
前
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
対
象
者
は
、

①
同
じ
職
種
で
就
業
期
間
が
現
時
点
で
５
年
以
上
を
超
え

る
者
。

②
同
じ
職
種
で
就
業
期
間
が
５
年
に
達
す
る
者
。

但
し
、
就
業
年
数
に
よ
っ
て
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。◇

９
年
以
上
の
就
業
…
…
…
…
…
平
成
17
年
９
月
末
日

◇
７
年
以
上
９
年
未
満
就
業
…
…
平
成
18
年
３
月
末
日

◇
５
年
以
上
７
年
未
満
就
業
…
…
平
成
18
年
９
月
末
日

◇
３
年
以
上
５
年
未
満
就
業
…
…
平
成
19
年
３
月
末
日

経
過
措
置
の
適
用
に
よ
り
最
初
の
発
行
は
平
成
17
年
６

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

様式第１号

就 業 確 認 書
会員番号 会員氏名

就業内容 受 注 者 名

就 業 場 所

就業の内容

就  業  期  間

平成　　年　　月　　日から
平成　　年　　月　　日まで

社団法人所沢市シルバー人材センター「就業の基準に関
する要綱」に基づくものとする。

発行日　平成　　年　　月　　日
　　　　社団法人所沢市シルバー人材センター
　　　　理事長

継続契約番号

様式第２号

就 業 期 限 満 了 通 知 書
会  員  番  号

氏　　    名

住　　    所

就  業  内  容

就業満了期限 平成　　年　　月　　日

備　　    考

平成　　年　　月　　日

社団法人所沢市シルバー人材センター

理事長

　長い期間、就業に励んでいただきましたが、「社団法人所
沢市シルバー人材センター就業の基準に関する要綱」第４条に

基づき、就業期限が満了となります。同要綱第８条に基づき、

「就業期限満了通知書」を送付いたします。

　今後ともセンターの運営に対し、ご協力くださいますようお

願いいたします。

【
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
】

  　
　

セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

会　

員

 

　
　
　

⇦

　

    

セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る
就
業
に
会
員
が
承
諾
し
た
場
合

 

　
　
　

⇦

 　
　

就
業
確
認
書
発
行　

セ
ン
タ
ー
と
会
員
が
各
１
通
づ
つ
保
管

　
　
　
　

就
業
開
始        　
　
　
　

      

年
度
始
め(

４
月) 

就
業
確
認
書
発
行

       　

 　
　
　
　

１
年          

               　
　
　
　
　

 

就
業
確
認
書
発
行

        　
　
　
　
　

２
年        

               　
　
　
　
　

 

就
業
確
認
書
発
行

        　
　
　
　
　

３
年        

               　
　
　
　
　

 

就
業
確
認
書
発
行

　
　
　
　
　
　
　

４
年　
　
　
　

 

               　
　
　
　
　

 

就
業
確
認
書
発
行

               

   　
　

満
了
３
ヶ
月
前 

就
業
期
限
満
了
通
知
書
発
行

  

就
業
期
間
満
了･

５
年

※
対
象
者
か
ら
の
意
義
申
し
立
て
が
あ
る
場
合
は
、
就
業
適
正
委
員
会

　

に
お
い
て
審
議
の
上
、
就
業
の
適
否
等
を
決
定
す
る
。 ②

原
則
１
年
、
但

し
最
長
５
年
ま
で

は 

更
新
を
繰
り
返

す
こ
と
が
で
き
る

①
年
度
毎
に
、
セ

ン
タ
ー
と
会
員
で

更
新
・
適
否
の
確

認
を
お
こ
な
う

       〈
表
１
〉

        〈
表
２
〉
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中
央
地
区　

亀
井　

克
敏

今
年
の
会
員
親
睦
旅
行
は
９
月
13
日

（
月
）
〜
14
日
（
火
）。
一
泊
二
日
の
花
博

見
学
と
舘
山
寺
温
泉
で
汗
を
流
し
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
い
う
す
ば
ら
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。

会
員
103
名
を
乗
せ
た
３
台
の
貸
切
り
バ

ス
は
中
央
道
、東
名
高
速
を
快
適
に
走
り
、

袋
井
で
昼
食
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
箸
袋
を
ふ

と
見
る
と
「
東
海
道
の
ど
ま
ん
中
、
27
番

目
の
宿
場
町
」と
書
か
れ
て
い
た
。「
へ
ー

そ
う
か
い
」
と
変
に
感
心
し
つ
つ
、
舌
鼓

を
打
っ
た
。

花
博
会
場
に
は
袋
井
か
ら
40
分
程
で
到

着
。
先
ず
は
展
示
物
の
多
さ
に
改
め
て
驚

く
。
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
花
の
美

術
館
、
モ
ネ
の
家
、
モ
ネ
の
庭
は
、
会
場

入
口
か
ら
１
㎞
以
上
の
一
番
奥
に
あ
る
。

強
い
日
差
し
も
な
ん
の
そ
の
、
健
脚
に
も

の
言
わ
せ
て
足
を
延
ば
し
た
。
国
際
花
の

楽
し
か
っ
た
ネ
！

  

「
浜
名
湖
花
博
」

     
会
員
親
睦
旅
行

交
流
館
で
は
珍
し
い
木
や
花
に
目
を
見
張

り
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
感
性
に
感

心
す
る
ば
か
り
。

会
場
内
は
ご
み
の
散
乱
が
少
な
か
っ
た

の
で
ホ
ッ
と
し
た
。
清
掃
の
徹
底
と
い
う

よ
り
も
、来
場
者
の
マ
ナ
ー
が
良
い
の
だ
。

緑
や
草
花
を
愛
す
る
人
た
ち
な
の
だ
か
ら
。

見
学
時
間
の
３
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ

て
バ
ス
へ
。
宿
泊
す
る
開
華
亭
に
は
小
一

時
間
で
到
着
。部
屋
か
ら
は
浜
名
湖
、ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
が
一
望
で
き
た
。

宴
会
は
歌
あ
り
踊
り
あ
り
で
例
年
に
も

ま
し
て
盛
り
上
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
回

る
に
つ
れ
て
賑
や
か
な
話
し
声
が
大
広
間

に
響
き
わ
た
っ
た
。

２
日
目
は
焼
津
魚
セ
ン
タ
ー
で
買
い

物
、
由
比
の
桜
え
び
館
で
昼
食
の
後
、
広

重
の
絵
を
鑑
賞
し
た
。
絵
師
広
重
は
す
ご

い
。
そ
し
て
、
彫
師
と
摺
師
の
職
人
技
に

は
舌
を
巻
い
た
。

復
路
の
車
中
は
往
路
と
は
異
な
り
、
昨

夜
の
疲
れ
も
手
伝
っ
て
、
と
て
も
静
か
。

舟
を
漕
ぐ
人
が
あ
ち
こ
ち
に
。

こ
の
旅
行
で
ま
た
楽
し
い
思
い
出
が
一

つ
増
え
た
し
、
事
務
局
、
会
員
の
皆
様
と

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
に

有
意
義
な
２
日
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
。

暮
れ
か
か
る
頃
バ
ス
は
所
沢
に
入
っ

た
。
重
い
土
産
を
両
手
に
、
軽
く
な
っ
た

財
布
を
懐
に
家
路
に
つ
い
た
。

11 月 20 日まで会員旅行の写真閲覧できます。ご希望の方は事務局までお越しください。

平成１６年度　　　

会 員 親 睦 旅 行 精 算 書
浜名湖花博と舘山寺温泉

＜収入の部＞ （単位：円）
摘    要 精算額 備　　　　　　　　　　　考
会 　 　 費 1,920,000  会費　96名
負　 担　 金 392,496  センター支出
引率職員負担金 78,600  理事長及び職員 6名
祝　 い　 金 43,000  理事長、副理事長、参加理事 6名、保健師
繰  越  金 17  繰越利息

合 　 　 　 計 2,434,113

＜支出の部＞
摘     要 予 算 額 備　　　　　　　　　　　　考
宿   泊   費 1,096,950  10,650*103

宴　 会　 費 118,348  (飲み物 )ビール、酒、焼酎、ジュース
入　 場　 料 189,000  浜名湖花博入場料
昼　 食　 代 216,300  13日・14日
通　 行　 料 126,330  有料道路　駐車場料金
旅  行  保  険 10,300  旅行傷害保険料
車 中 飲 食 費 61,632  ビール、酒、ジュース、つまみ
心 　 　    付 12,000  運転手・ガイド
乗務員宿泊費 51,300

添 乗 諸 費 用 10,500

バ ス 借 上 料 535,500  貸切バス
雑 　 　 　 費 5,953  写真代、電池等

合 　 　 　 計 2,434,113
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垣
間
見
る
植
木
職
群
の
現
場

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
た
シ
ル
バ
ー

会
員
な
ら
ば
、
定
年
後
に
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
た
仕
事
口
が
あ
れ
ば
・
・
・
あ
る
い

は
植
木
の
手
入
れ
や
盆
栽
等
に
縁
の
な
い

人
で
も
漠
然
と
植
木
屋
の
よ
う
な「
緑
樹
」

を
相
手
に
し
た
仕
事
を
頭
に
描
い
た
事
が

あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
８
月
12
日
に
植
木
職
で
当
セ
ン

タ
ー
の
理
事
で
も
あ
る
西
方
喜
一
さ
ん
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
植
木
職
群
の
現
場
を

垣
間
見
よ
う
と
、
門
外
漢
の
失
礼
な
質
問

を
ぶ
っ
つ
け
て
み
た
。

問
い
一　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
働
く
植
木
職

群
の
方
は
何
名
い
る
の
で
す
か
。

　

９
月
１
日
か
ら
は
６
名
ほ
ど
新
し
く
増

員
し
ま
す
。
現
在
は
居
住
地
と
植
木
に
対

す
る
経
験
等
を
加
味
し
て
所
沢
市
を
東
西

南
北
４
班
に
分
け
、
班
の
構
成
は
２
名
で

１
チ
ー
ム
を
作
り
、
１
班
に
３
チ
ー
ム
６

名
が
属
し
て
い
ま
す
。

問
い
二　

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

て
植
木
職
に
な
れ
ま
す
か
。

　

技
能
職
で
あ
る
の
で
経
験
者
か
、
学
校

や
職
業
訓
練
所
を
経
て
き
た
人
が
有
望
で

す
。
毎
年
当
セ
ン
タ
ー
で
も
植
木
剪
定
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

も
、
ま
た
素
人
の
会
員
が
受
講
し
て
何
名

か
植
木
職
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

仕
事
柄
、
毎
日
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
が
で

き
な
い
と
無
理
の
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
火
・
金
曜
は
休
む
と
か
は

ち
ょ
っ
と
ね
・
・
・

問
い
三　

ど
ん
な
手
順
で
植
木
職
の
仕
事

は
動
い
て
い
く
の
で
す
か
。

　

ま
ず
仕
事
の
注
文
受
付
は
電
話
や
直
接

事
務
局
に
来
る
場
合
、
口
コ
ミ
で
植
木
職

の
人
が
仕
事
を
受
け
て
く
る
場
合
等
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

下
見
・
見
積
も
り
は
各
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
が
や
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
意
向

を
聞
き
規
模
・
樹
種
・
毎
月
の
注
文
件
数
・

剪
定
樹
木
の
ゴ
ミ
袋
数
・
脚
立
の
種
類
や

数
そ
の
他
諸
々
を
勘
案
し
て
見
積
も
り
や

施
行
時
期
等
お
客
様
の
了
解
を
貰
っ
て
き

ま
す
。

　

作
業
は
そ
の
チ
ー
ム
だ
け
の
場
合
も
あ

る
が
班
全
体
、
植
木
職
全
体
で
当
た
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

剪
定
ゴ
ミ
や
脚
立
の
運
搬
は
専
属
の
人

達
が
し
ま
す
。

問
い
四　

仕
事
は
春
夏
秋
冬
を
通
し
て
あ

る
の
で
す
か
。

　

落
葉
樹
は
冬
に
、
常
緑
樹
は
芽
吹
き
後

に
剪
定
し
ま
す
。
形
を
作
る
の
に
仕
事
が

し
易
い
か
ら
。
花
木
類
の
花
芽
の
分
化
期

に
は
、剪
定
作
業
が
で
き
な
い
の
で
５
・
６

月
の
仕
事
は
避
け
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
重
機
類
が
な
い
の

で
、
大
仕
事
は
受
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
五　

屋
外
作
業
で
辛
く
き
つ
い
こ
と

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

高
い
場
所
で
の
作
業
な
の
で
危
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
脚

立
で
の
仕
事
は
や
ら
な
く
て
も
い
い
と
い

う
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。

全
国
の
重
篤
事
故
は
植
木
職
関
係
に
多
い

様
で
す
。
夏
は
熱
中
症
の
事
故
も
あ
る
の

で
夏
よ
り
も
冬
の
方
が
い
い
で
す
ね
。

問
い
六　

植
木
職
群
の
配
分
金
は
ど
の
く

ら
い
。

　

働
く
季
節
に
よ
り
違
い
ま
す
が
、
月
に

し
て
８
〜
14
万
円
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

問
い
七　

就
業
適
正
化
基
準
要
綱
の
関
連

で
現
体
制
が
抵
触
す
る
部
分
は
？

　

年
令
の
条
項
が
あ
り
ま
す
が
健
康
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。 （
粕
谷
記
）
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三
ヶ
島
地
区　

土
井　
　

忍

 　

７
月
26
〜
30
日
の
５
日
間
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
習
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
植
木
職
班
長
の
渡
辺
先
生
、
生

徒
は
７
名
（
60
〜
67
才
）
で
全
員
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
退
職
者
で
し
た
。

　

初
日
は
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
庭
木
の
定

義
、
剪
定
の
必
要
性
、
用
具
用
材
の
使
い

方
等
々
の
学
科
。
2
日
目
か
ら
は
実
地
で

市
立
所
沢
図
書
館
の
庭
木
剪
定
と
垣
根
の

結
び
を
実
習
し
、
作
業
手
順
は
細
部
に
渡

り
親
切
に
判
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
仕

事
を
す
る
事
で
あ
り
、
作
業
は
安
全
に
徹

し
危
険
予
知
の
学
習
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
や
っ
て
み
て
、
切
り
不
足
、
切

り
込
み
過
ぎ
、
凸
凹
、
結
び
の
緩
み
、
無

駄
な
動
作
が
あ
り
難
し
い
こ
と
を
痛
感
し

な
が
ら
も
、
最
終
日
に
は
、
生
徒
7
人
が

樹
木
1
本
づ
つ
の
剪
定
を
任
さ
れ
、
競
争

意
識
が
働
き
一
生
懸
命
や
っ
た
つ
も
り
で

し
た
が
指
摘
事
項
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
の
自
分
に
は
上
手
く
出

来
な
い
事
だ
ら
け
で
や
っ
て
行
け
る
か
不

安
で
す
が
、
経
験
を
積
み
な
が
ら
技
を
覚

え
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
が
出
来
る
植
木

職
会
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

植
木
職
は
植
物
が
好
き
な
の
で
希
望
し

ま
し
た
が
、
植
物
の
勉
強
を
や
り
直
し
、

お
客
様
と
の
接
点
を
大
切
に
し
、
先
輩
の

皆
様
に
教
わ
り
な
が
ら
や
っ
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
か
け
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

最
後
に
当
企
画
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
講
習
期
間
中

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
渡
辺
先
生
、
前
村

班
長
、
中
村
班
長
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
、
６
人
の
同
期
の
皆
様
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
相
談
窓
口
紹
介
…

所
沢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

い
ま
無
差
別
の「
架
空
請
求
」ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
正
式
な
通
知
書
で
あ
る
か
の
よ
う

に
装
い
、
い
ろ
い
ろ
な
料
金
を
請
求
す
る

い
わ
ゆ
る
詐
欺
行
為
で
、
こ
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
平
均
相
談
件
数
の
半
数
を
占
め

て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
と
同
一
フ
ロ
ア
ー

に
あ
る
所
沢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
聞

い
た
話
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
所
沢
市
の
消
費
生
活
相
談
の

職
員
５
名
と
非
常
勤
の
専
門
相
談
員
が
常

時
２
名
詰
め
て
い
て
、
市
民
か
ら
の
消
費

生
活
に
係
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
毎
日
10

件
か
ら
20
件
の
電
話
相
談
や
面
談
に
応

じ
、解
決
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

業
務
内
容
は
計
量
器
検
査
と
消
費
生
活

の
中
で
起
き
る
諸
々
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す

る
情
報
提
供
と
助
言
で
あ
る
。

市
民
か
ら
の
相
談
傾
向
は
経
済
社
会
の

高
度
化
等
を
反
映
し
多
種
多
様
で
、
主
に

「
契
約
関
連
ト
ラ
ブ
ル
」
の
相
談
に
応
じ

て
お
り
、
架
空
請
求
の
よ
う
な
犯
罪
内
容

を
含
む
問
題
は
警
察
が
窓
口
に
な
る
が
、

市
民
擁
護
の
立
場
で
対
応
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

利
用
で
き
る
の
は
市
民
の
み
で
、
市
外

か
ら
の
相
談
に
は
在
住
市
町
村
の
相
談
窓

口
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
県
内
に
は
県

民
な
ら
ば
誰
で
も
利
用
が
で
き
る
埼
玉
県

所
管
の
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が

4
ヶ
所
ほ
ど
置
か
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

契
約
社
会
に
生
活
す
る
私
達
は
常
に
犯

罪
ま
が
い
の
営
業
用
口
車
に
曝
さ
れ
て
い

る
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
は
各

種
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ

市
民
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

思
い
当
た
る
節
の
あ
る
方
は
、
相
談
、

パ
ン
フ
等
で
知
識
を
蓄
え
る
事
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
。（
粕
谷
記
）

　

…
…
＊
…
…
＊
…
…
＊
…
…
＊
…
…

所
沢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
沢
市
宮
本
町
（
旧
市
役
所
２
階
）

相
談
専
用
（
２
９
２
６
）
０
９
９
９

相
談
受
付
時
間
（
月
〜
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
半

午
後
１
時
〜
３
時

植
木
剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て
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去
る
７
月
29
日
午
後
、
佐
倉
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
が
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

活
動
状
況
を
見

学
し
た
い
と
来
訪
さ
れ
た
。
松
原
会
長
、

内
藤
常
務
理
事
の
他
、
女
性
部
会
員
10
名

が
見
え
、迎
え
た
当
方
の
上
田
専
務
理
事
、

山
川
事
務
局
次
長
、
婦
人
部

三
役
ら
と
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
女
性
会
員
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
セ
ン
タ
ー
に
す
る
た
め

に
ど
ん
な
施
策
を
と
っ
た
ら

よ
い
か
」を
話
し
合
っ
た
。

　

ま
ず
、
上
田
常
務
よ
り
当

セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
松
原
会

来訪報告

長
か
ら
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
あ
ら
ま
し
、
山
川
次
長
か
ら
諸
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

五
社
婦
人
部
長
が
婦
人
部
の
活
動
状
況
を

具
体
的
に
説
明
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出

す
手
作
り
品
を
積
極
的
に
作
っ
て
い
る
様

子
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
売
り
、
就
労
に
結
び
つ
け
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、
注
目
さ
れ
た
。
佐
倉

市
シ
ル
バ
ー
か
ら
は
「
女
性
会
員
が
26

パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
い
。
仕
事
も
家
事
援

助
の
他
は
広
が
り
が
な
い
。
立
地
条
件
が

悪
く
、
講
習
会
な
ど
は
よ
そ
の
会
場
を
借

り
ね
ば
な
ら
な
い
。」な
ど
率
直
に
悩
み
が

話
さ
れ
た
。
し
か
し
就
労
開
拓
の
方
法
、

就
労
者
を
ど
う
選
択
し
て
い
る
か
等
々
鋭

い
質
問
も
出
て
、
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
の
向

上
心
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
た
ま
た
ま

隣
の
部
屋
で
開
か
れ
て
い
た
村
上
和
枝
さ

ん
の
指
導
に
よ
る
編
み
物
講
習
会
を
見
学

し
て
帰
ら
れ
た
が
、
岡
部
会
員
に
感
想
を

聞
く
と「
さ
す
が
、都
心
の
近
く
だ
け
あ
っ

て
、
活
発
で
す
ね
」
と
お
褒
め
の
言
葉
が

返
っ
て
き
た
。 

（
島
記
）

去
る
８
月
25
日
（
水
）
10
時
よ
り
入
間

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
担
当
理

事
・
野
村
新
吉
氏
、
安
全
担
当
・
冨
田
嘉

信
氏
と
当
セ
ン
タ
ー
岸
啓
二
会
員
安
全
就

業
推
進
委
員
長
、
担
当
職
員
田
中
の
４
名

で
会
員
安
全
就
業
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

不
況
の
中
、
会
員
数
や
就
業
会
員
ま
た
契

約
額
も
年
々
増
加
し
喜
ば
し
い
反
面
、
就

業
に
伴
う
事
故
発
生
の
高
い
リ
ス
ク
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
た
就

業
現
場
の
巡
回
訪
問
、
安
全
講
習
等
の
効

率
的
な
実
施
開
催
、
途
上
事
故
・
就
業
現

場
事
故
の
減
少
・
撲
滅
等
、
安
全
担
当
者

だ
け
で
な
く
会
員
自
身
に
安
全
意
識
を

も
っ
て
も
ら
う
か
に
重
点
を
置
き
懇
談
し

た
。
そ
の
中
で
必
携
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
安
全

手
帳
）
の
効
果
的
な
利
用
や
自
転
車
・
バ

イ
ク
の
運
転
、
ま
た
電
動
工
具
等
の
正
し

い
使
い
方
な
ど
特
に
危
険
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
事
項
に
つ
い
て
継
続
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

1
時
間
足
ら
ず
の
短
い
時
間
だ
っ
た
が

隣
接
市
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ

う
な
懇
談
の
場
を
設
け
て
会
員
就
業
安
全

の
た
め
、
お
互
い
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
、
終
了
し
た
。 

（
田
中
記
）

　
「
11
月
に
新
札
が
発
行
さ
れ
る
っ
て
い

う
け
ど
１
万
円
札
の
寿
命
っ
て
、
ど
の
位

だ
と
思
う
？
」「
１
日
」「
そ
れ
は
貴
方
の

１
万
円
札
で
し
ょ
。
社
会
的
存
在
と
し
て

の
お
札
の
こ
と
よ
」「
そ
ん
な
難
し
い
こ
と

言
っ
て
る
か
ら
、
君
は
お
金
に
好
か
れ
な

い
ん
だ
よ
」「
ま
、
い
い
か
ら
勉
強
！
」 

っ

て
な
わ
け
で
、
日
銀
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　

新
し
い
お
札
が
、
日
銀
の
金
庫
か
ら
金

融
機
関
を
通
じ
て
、
市
中
に
出
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
人
の
手
を
渡
り
歩
い
て
、
う

ら
ぶ
れ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
早
速
自
動
鑑

査
機
に
か
け
ら
れ
、
汚
損
の
ひ
ど
い
も
の

は
裁
断
さ
れ
、
焼
却
さ
れ
ま
す
（
一
部
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
）。

寿
命
は
１
万
円
札
で
３
〜
４
年
。
使
用
率

の
高
い
５
千
円
札
、
千
円
札
は
１
〜
２
年

だ
そ
う
で
す
。

　

個
人
宅
で
損
傷
し
た
お
金
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
？ 

表
、
裏
両
面
が
あ
れ
ば
、

金
融
機
関
で
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
①
面
積
３
分
の
２
以

上
は
全
額
。
②
５
分
の
２
以
上
３
分
の
２

未
満
は
半
額
。③
５
分
の
２
未
満
は
失
効
。

④
灰
に
な
っ
た
も
の
で
も
、
本
物
と
特
定

で
き
れ
ば
有
効
。　

辛
い
旅
す
る
お
札
君
。

１
日
で
も
長
く
我
が
手
元
に
引
き
留
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。  

（
島
記
）

入
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
安
全
就
業
に
つ
い
て
懇
談

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
お
迎
え
し
て

婦
人
部
と
情
報
交
換
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食
欲
の
秋
で
す
。
中
性
脂
肪
と
深
い

関
わ
り
の
あ
る
肥
満
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
中
性
脂
肪
は
血
液
中
に
含
ま
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま
す
。
正
常
値

は
30
〜
150
㎜
／
dl
で
す
が
「
体
質
」「
薬
」

「
病
気
」「
生
活
習
慣
（
こ
の
タ
イ
プ
が

多
い
）」
等
に
よ
っ
て
標
準
を
超
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
150
㎜
／
dl
以
上
に
な
る

と
、
高
脂
血
症
と
云
わ
れ
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
同
様
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る

危
険
因
子
に
な
り
ま
す
。
高
血
糖
や
高

血
圧
を
併
せ
持
っ
て
い
る
場
合
は
更
に

危
険
性
が
高
く
な
る
の
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
ょ
う
。

中
性
脂
肪
の
高
い
人
は
果
物

や
お
や
つ
、
お
酒
を
と
り
過
ぎ

て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
果
物
は
１

日
200
ｇ
（
ミ
カ
ン
な
ら
２
個
）
糖
分
は

１
日
30
ｇ
（
料
理
、
菓
子
、
飲
み
物
す

べ
て
含
め
て
）
が
限
度
。
そ
の
外
甘
い

お
酒
、
油
を
使
っ
た
お
つ
ま
み
、
飲
ん

だ
あ
と
の
ラ
ー
メ
ン
、
夕
食
の
食
べ
過

ぎ
、
遅
い
夕
食
等
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
上
で
中
性
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
運

動
が
必
要
。
生
活
の
中
で
こ
ま
め
に
体

を
動
か
す
こ
と
。
さ
ら
に
積
極
的
に
運

動
を
し
た
い
人
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
自
分
の
体
に

あ
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

俳
句
（
雜
詠
）  

 

南 

泉

  　
　
　

     　
　

  

ま
た
ひ
と
つ　

車
が
と
お
る　

夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
野
路
に　

停
め
あ
る
車　

茸
狩
り

　
　
　
　
　
　
　

極
む
れ
ば　

花
殻
の
み
ぞ　

秋
の
風

　
　

川
柳
「
浜
名
湖
花
博
に
行
っ
て
」 　

愛
蘭
堂

　

花
博
で　

鶏
頭
の
群
れ　

健
闘
し

　

結
局
は　

知
っ
て
る
花
の
み　

見
て
帰
る

　

帰
路
に
会
う　

富
士
に
一
片
の　

雲
も
な
し　

井
の
頭
自
然
文
化
園
を
歩
く

          

新
所
沢
地
区　

加
藤　

泰
司

昔
の
吉
祥
寺
周
辺
は
武
蔵
野
を
代
表
す

る
閑
静
な
住
宅
地
で
、
雑
木
林
が
多
く
落

着
い
た
雰
囲
気
の
街
だ
っ
た
。
地
面
か
ら

陽
炎
が
立
ち
昇
る
酷
暑
の
日
曜
日
、
久
し

振
り
に
井
の
頭
公
園
に
向
っ
た
。
吉
祥
寺

駅
前
の
繁
華
街
を
抜
け
、
公
園
口
の
路
地

を
進
む
と
左
右
に
洒
落
た
飲
食
店
が
軒
を

連
ね
、
中
に
は
若
者
が
順
番
待
ち
で
列
を

作
っ
て
い
る
店
も
あ
る
。
公
園
内
で
は
東

南
ア
ジ
ア
系
の
グ
ル
ー
プ
が
楽
器
の
演
奏

に
陶
酔
し
、
小
径
を
塞
ぐ
よ
う
に
地
面
に

布
を
敷
き
雑
貨
類
を
販
売
し
て
い
る
。

井
の
頭
池
は
か
っ
て
神
田
川
の
水
源
地

と
し
て
豊
富
な
湧
水
が
溢
れ
て
お
り
、
初

夏
の
水
辺
で
は
蛍
の
光
の
乱
舞
が
見
ら
れ

た
そ
う
だ
。

四
季
折
々
に
変
化
す
る
草
花
や
雑
木
林

を
楽
し
む
た
め
文
人
墨
客
や
家
族
連
れ
が

訪
れ
る
静
寂
な
公
園
が
、
今
や
昔
日
の
面

影
は
な
く
時
の
流
れ
に
心
を
痛
め
た
。
喧

騒
か
ら
早
々
に
退
散
し
て
、
近
く
の
「
井

の
頭
自
然
文
化
園
」に
入
っ
て
み
た
。（
入

園
料
400
円
・
65
才
以
上
は
無
料
）
こ
こ
は

歴
史
が
古
く
昭
和
17
年
５
月
の
開
園
で
、

面
積
は
分
園
と
合
わ
せ
る
と
約
３
万
５
千

坪
あ
る
と
の
こ
と
。

　

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雑
木
林
が
点
在

す
る
中
に
動
物
園
や
熱
帯
鳥
温
室
な
ど
が

ゆ
っ
た
り
配
置
さ
れ
、
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
た
。
や
は
り
管
理
が
行
き
届
い

て
い
る
有
料
の
場
所
は
安
心
で
き
る
。

　

日
本
の
小
鳥
を
集
め
て
い
る
和
鳥
舎
や

日
本
固
有
の
ヤ
マ
ド
リ
舎
は
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
楽
し

そ
う
な
場
所
だ
。

　

こ
の
園
の
一
角
に
詩
人
・
故
野
口
雨
情

の
書
斎
を
移
築
し
た
枯
山
水
の
日
本
庭
園

が
あ
り
案
内
板
に「
童
心
居
」と
書
か
れ
て

い
た
。耳
を
澄
ま
せ
て
水
琴
窟
を
楽
し
む
。

　

庭
園
の
近
く
に
、
長
崎
の
平
和
祈
念
像

な
ど
を
制
作
し
た
彫
刻
界
の
巨
匠
・
故
北

村
西
望
の
彫
刻
館
が
あ
る
。
力
強
く
優
美

な
作
品
の
数
々
を
鑑
賞
し
た
後
、
玉
川
上

水
に
出
て
万
助
橋
を
渡
り
上
流
へ
と
向
っ

た
。
夏
の
強
い
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
る

桜
並
木
に
感
謝
し
な
が
ら
家
路
に
つ
い

た
。

健
康
一
口
メ
モ

保
健
師　

和
田
喜
美
子

「
中
性
脂
肪
に
ご
用
心
」

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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≪シルバー豆宣伝≫

所沢市民フェスティバルに参加

第 25 回所沢市民フェスティバルが 10 月 30・31 

( 土・日 ) の両日、所沢航空記念公園内で開催され

ます。今年も所沢市シルバー人材センターは福祉

コーナーに参加することになり、実行委員会を設

けてイベントを盛り上げるための準備を進め、毎

年 40 万人を超す来場者へ当センターの存在・活動

ＰＲをおこないます。

　会場の設営テント内では、婦人部員が用意した

手作りの小物や会員個人の作品等を展示・販売す

るほか、テント前では傘修理の実演。会員の各就

業場景を写真パネルで紹介。また、当シルバーへ

の入会・発注方法等、諸々の相談コーナーを設け

ます。

　ほかにも、楽しい企画を検討しております。ぜひ、

ご期待ください。

　当日、会員をはじめご

家族等のご来場をお待ち

しています。

所
沢
市
長
へ
要
望

　

秋
山
理
事
長
、
田
中
・
岸
両
副
理
事
長
、

上
田
専
務
理
事
は
去
る
８
月
20
日
、
斉
藤

所
沢
市
長
に
対
し
、
過
日
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
に
お
い
て
決
議

さ
れ
た
決
議
書
を
提
出
し
、
今
後
の
セ
ン

タ
ー
事
業
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
支

援
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
と
し
て
も
出
来
る
限
り

支
援
す
る
旨
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

（
写
真
下
）

お 

知 

ら 

せ 

【
健
康
相
談
日
】

・
11
月
1
日（
月
）午
後

・
12
月
1
日（
水
）午
後

・
12
月
22
日（
水
）午
後

あ
と
が
き

◆
60
年
前
の
第
二
次
大
戦
は
い
わ
ず
も
が

な
、
そ
の
後
も
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ラ
ク
等
、
人
が
不
条
理
な
死
を
甘
受
さ

せ
ら
れ
る
局
面
が
続
い
て
い
る
。
最
近
は

小
学
生
の
命
さ
え
軽
く
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。「
生
命
の
棲
む
惑
星
＝
地
球
」に
暮
ら

す
私
達
。「
生
命
の
重
み
」へ
の
内
発
的
な

問
い
か
け
だ
け
は
真
摯
に
続
け
た
い
。

 

（
島
）

 

◆
彼
岸
も
過
ぎ
た
が
、
今
年
の
夏
の
暑
さ

は
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
昼
飯
後
は
必
ず
と

い
う
ほ
ど
よ
く
寝
た
。何
も
し
た
く
な
い
、

あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
っ
て
も
、
そ
の
気
力

す
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
一
年
ま
た
一

年
と
歳
を
と
っ
て
い
く
の
か
も
。

 

（
粕
谷
）

◆
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
選
手
の

活
躍
は
、
40
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

時
の
再
来
を
感
じ
る
。
当
時
の
日
本
経
済

も
五
輪
パ
ワ
ー
を
期
に
成
長
の
兆
し
と

な
っ
た
。
今
大
会
の
勢
い
を
経
済
不
況
脱

皮
の
き
っ
か
け
な
れ
ば
と
も
願
う
。「
２

匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
」
と
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
だ
。 

（
岩
崎
）


